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一
ヵ
月
一
、五
九
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一
、五
二
〇
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本
号
一
部

一
三
六
円(

本
体

一
三
〇
円)

(

配

送

料

別)

備
考１
氏
名
の
記
載
を
自
著
で
行
う
場
合
に
お
い
て
は
、
押
印
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
用
紙
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
の
寸
法
の
も
の
と
す
る
こ
と
。

第
三
号
様
式
（
第
十
二
条
関
係
）

（
用
紙
の
寸
法
は
、
日
本
工
業
規
格
Ｂ
８
と
す
る
。）

写

真

住

所

氏

名

職

名

生
年
月
日

右
は
、
排
他
的
経
済
水
域
及
び
大
陸
棚
の
保
全
及
び
利
用
の
促
進
の
た
め
の
低
潮
線
の
保
全
及
び
拠
点

施
設
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
法
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

許
可
に
係
る
行
為
に
係
る
場
所
又
は
当
該
許
可
を
受
け
た
者
の
事
務
所
若
し
く
は
事
業
所
に
立
ち
入
る
こ

と
が
で
き
る
者
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
。

交
付
年
月
日

有
効
期
間

発
行
機
関
名

発
行
機
関
印

第

号身

分

証

明

書

（表）

排
他
的
経
済
水
域
及
び
大
陸
棚
の
保
全
及
び
利
用
の
促
進
の
た
め
の
低
潮
線
の
保
全
及
び
拠
点
施
設
の
整
備

等
に
関
す
る
法
律
抜
粋

（
報
告
の
徴
収
等
）

第
十
二
条

国
土
交
通
大
臣
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
、
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
た
者
に
対
し
必
要
な
報
告
を
求
め
、
又
は

そ
の
職
員
に
当
該
許
可
に
係
る
行
為
に
係
る
場
所
若
し
く
は
当
該
許
可
を
受
け
た
者
の
事
務
所
若
し
く
は

事
業
所
に
立
ち
入
り
、
当
該
許
可
に
係
る
行
為
の
状
況
若
し
く
は
工
作
物
、
帳
簿
、
書
類
そ
の
他
必
要
な

物
件
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
立
入
検
査
を
す
る
職
員
は
、
そ
の
身
分
を
示
す
証
明
書
を
携
帯
し
、
関
係
人
に
こ

れ
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
の
権
限
は
、
犯
罪
捜
査
の
た
め
に
認
め
ら
れ
た
も
の
と
解
し
て
は
な

ら
な
い
。

（裏）

平成™™年�月™š日 水曜日 (号外第˜š˜号)官 報
〇
国
土
交
通
省
令
第
三
十
六
号

国
際
連
合
安
全
保
障
理
事
会
決
議
第
千
八
百
七
十
四
号
等
を
踏
ま
え
我
が
国
が
実
施
す
る
貨
物
検
査
等
に
関
す
る
特

別
措
置
法
（
平
成
二
十
二
年
法
律
第
四
十
三
号
）
第
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
国
際
連
合
安
全
保
障
理
事
会
決
議
第
千

八
百
七
十
四
号
等
を
踏
ま
え
我
が
国
が
実
施
す
る
貨
物
検
査
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
十
条
の
規
定
に
よ
り
管
区
海

上
保
安
本
部
長
に
委
任
す
る
権
限
を
定
め
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
三
日

国
土
交
通
大
臣

前
原

誠
司

国
際
連
合
安
全
保
障
理
事
会
決
議
第
千
八
百
七
十
四
号
等
を
踏
ま
え
我
が
国
が
実
施
す
る
貨
物
検
査
等
に
関
す

る
特
別
措
置
法
第
十
条
の
規
定
に
よ
り
管
区
海
上
保
安
本
部
長
に
委
任
す
る
権
限
を
定
め
る
省
令

国
際
連
合
安
全
保
障
理
事
会
決
議
第
千
八
百
七
十
四
号
等
を
踏
ま
え
我
が
国
が
実
施
す
る
貨
物
検
査
等
に
関
す
る
特

別
措
置
法
第
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
四
条
第
一
項
、
第
五
条
第
一
項
、
第
二
項
（
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
三
項
、
第
五
項
、
第
六
項
及
び
第
九
項
並
び
に
第
六
条
に
規
定
す
る
海
上
保
安
庁
長
官
の
権

限
は
、
管
区
海
上
保
安
本
部
長
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
法
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
防
衛
省
令
第
十
一
号

排
他
的
経
済
水
域
及
び
大
陸
棚
の
保
全
及
び
利
用
の
促
進
の
た
め
の
低
潮
線
の
保
全
及
び
拠
点
施
設
の
整
備
等
に
関

す
る
法
律
（
平
成
二
十
二
年
法
律
第
四
十
一
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十

五
号
）
第
百
十
五
条
の
二
十
三
の
規
定
を
実
施
す
る
た
め
、
自
衛
隊
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ

う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
三
日

防
衛
大
臣

北
澤

俊
美

自
衛
隊
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

自
衛
隊
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
九
年
総
理
府
令
第
四
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
十
六
条
の
二
十
八
第
一
項
及
び
第
八
十
六
条
の
二
十
九
の
表
中
「
第
八
十
八
条
の
十
五
」
を
「
第
八
十
八
条
の

十
六
」
に
改
め
る
。

第
八
十
八
条
の
十
六
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
及
び
第
百
十
五
条
の
二
十
一
」
を
「
、
第
百
十
五
条
の
二
十
一
及
び

第
百
十
五
条
の
二
十
三
」
に
改
め
、
同
条
を
第
八
十
八
条
の
十
七
と
す
る
。

第
八
十
八
条
の
十
五
中
「
並
び
に
第
八
十
八
条
の
十
二
第
一
項
」
を
「
、
第
八
十
八
条
の
十
二
第
一
項
並
び
に
第
八

十
八
条
の
十
三
第
一
項
」
に
、「
第
八
十
八
条
の
十
三
第
二
項
た
だ
し
書
」
を「
第
八
十
八
条
の
十
四
第
二
項
た
だ
し
書
」

に
改
め
、
同
条
を
第
八
十
八
条
の
十
六
と
す
る
。

第
八
十
八
条
の
十
四
中
「
並
び
に
第
八
十
八
条
の
十
二
第
一
項
」
を
「
、
第
八
十
八
条
の
十
二
第
一
項
並
び
に
第
八

十
八
条
の
十
三
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
八
十
八
条
の
十
五
と
す
る
。

第
八
十
八
条
の
十
三
第
一
項
中
「
並
び
に
第
八
十
八
条
の
十
二
第
一
項
」
を
「
、
第
八
十
八
条
の
十
二
第
一
項
並
び

に
第
八
十
八
条
の
十
三
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
八
十
八
条
の
十
四
と
す
る
。

第
八
十
八
条
の
十
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
排
他
的
経
済
水
域
及
び
大
陸
棚
の
保
全
及
び
利
用
の
促
進
の
た
め
の
低
潮
線
の
保
全
及
び
拠
点
施
設
の
整
備
等
に

関
す
る
法
律
の
特
例
に
関
す
る
手
続
）

第
八
十
八
条
の
十
三

法
第
百
十
五
条
の
二
十
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
排
他
的
経
済
水
域
及
び
大

陸
棚
の
保
全
及
び
利
用
の
促
進
の
た
め
の
低
潮
線
の
保
全
及
び
拠
点
施
設
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
二

年
法
律
第
四
十
一
号
）
第
九
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
行
う
通
知
は
、
別
表
第
二
十
四
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
通
知
に
係
る
自
衛
隊
の
部
隊
等
の
長
は
、
法
第
百
十
五
条
の
二
十
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
通
知
を

受
け
た
国
土
交
通
大
臣
が
排
他
的
経
済
水
域
及
び
大
陸
棚
の
保
全
及
び
利
用
の
促
進
の
た
め
の
低
潮
線
の
保
全
及
び

拠
点
施
設
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
さ
れ
た
水
域
に
係
る
港
湾
の
利
用
又
は
保

全
上
必
要
な
意
見
を
述
べ
た
場
合
に
は
、
当
該
意
見
を
尊
重
す
る
も
の
と
す
る
。

３

第
一
項
の
通
知
に
係
る
自
衛
隊
の
部
隊
等
の
長
は
、
法
第
百
十
五
条
の
二
十
三
第
一
項
に
規
定
す
る
行
為
を
す
る

に
当
た
つ
て
は
、
災
害
の
発
生
の
防
止
、
公
共
の
安
全
の
確
保
等
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

別
表
第
二
十
四
中
「、

第
八
十
八
条
の
十
二

」
を
「`

第
八
十
八
条
の
十
三

」
に
、

「
管

理
者

環
境

大
臣

都
道
府
県
知
事

許
可
の
権
限
を
有
す
る
者
」

を

「
管

理
者

国
土
交
通
大
臣

環
境

大
臣

都
道
府
県
知
事

許
可
の
権
限
を
有
す
る
者
」

に
改
め
、
同
表
の
備
考
２
中
「地

区
」
等

」
を
「地

区
」、
排
他
的
経
済
水
域
及
び
大
陸

棚
の
保
全
及
び
利
用
の
促
進
の
た
め
の
低
潮
線
の
保
全
及
び
拠
点
施
設
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
：
「

市
島
」
等

」
に
改
め
、
同
表
の
備
考
３
中
「伐

採

」等

」
の
次
に「

、
排
他
的
経
済
水
域
及
び
大
陸
棚
の
保
全
及
び
利

用
の
促
進
の
た
め
の
低
潮
線
の
保
全
及
び
拠
点
施
設
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
：
「
水
域
の
占
用
」
等

」
を
加
え
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
排
他
的
経
済
水
域
及
び
大
陸
棚
の
保
全
及
び
利
用
の
促
進
の
た
め
の
低
潮
線
の
保
全
及
び
拠
点
施
設

の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
四
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
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